
使用手引書 
【使用実績】 

2016 年春～において、中３高等養護志望生徒に実施、実施までは小２～３程度の

算数・語彙を行う。スピードが速く時間を持て余す様子があり、5 分程度行うと注

意がそれていた。 

当教案使用のちは 15 分以上じっくりと考える様子が見られた。図形の弁別や数列

の問題は正答率が 8 割程度あり、臥薪嘗胆といった四字熟語の意味を 4 つの選択肢

から選ぶことなども、自力でできるとわかってきた。 

【教材タイトル】 

『事務能力検査』（一ツ橋書店）<税抜 972 円>（書籍の対象は定型の高校生である

が、内容と形式から、本教案において有効性があるため使用。） 

【対象】言語能力よりも処理速度が速く、集中が続きにくい中３～特別支援学校高

等部生 

【方法】同じ図形を探す・逆算の計算・四字熟語の意味を選択しから選ぶ・などの

問題を、始めは 5 問程度まで指導者が鉛筆で区切りを入れ、「ここまで一人でやっ

てください」などと指示する。できれば○をし、「早いね、よく正解している。じゃ

あ、ここまでできる？」などと言い、次は 10 問程度を区切る。 

図形か数学系から始め、15 分程度行ったら、言葉の問題に移る。書くものよりも、

選択肢がやりやすい。 

【目的】教科書を使うと、各教科の単元という枠がある。学年・教科ごとに分かれ

た単元は、特別支援在籍の生徒は、元々履修していないものが多い。最終的に、就

労で役立つ事務能力での、数学・国語・弁別能力に絞り、テキストベースで取り組

みを行う。 

 

 

 

 

 

 

 


